







































































































































































































































































































































































































































体論註解』を EBT、『形而上学註解』を In Met、『対異教徒大全』を SCG、『感覚と感覚され
るもの註解』を In De Sensu、『分析論後書註解』を In Post で示した。なお、『形而上学註解』
はマリエッティ版を、他はレオ版を参照している。
（2） 例えば、プラトンが代表的である。
（3） Cf., Mark D. Jordan, ORDERING WISDOM: The Hierarchy of Philosophical 
Discourses in Aquinas, University of Notre Dame Press, 1986, pp149-178; 稲垣良典『トマ
ス・アクィナス哲学の研究』（創文社 一九七〇）、二三三頁－二五二頁 ; 矢玉俊彦『判断と
存在』（晃洋書房 一九九八）、一九〇頁－二〇六頁。
（4） A.Zimmermann, Ontologie oder metaphysik? Die Diskussion über den Gengenstand 






（6） Mark D. Jordan, op.cit., p.155.
（7） Ibid., pp.155-156.
（8） 世界について言われる「永遠」は、神について言われる永遠とは異なる。すなわち、前
者は時間的な永続性を意味し、後者は無時間的な現在性を意味する。『神学大全』第一部第
十問題、および第四十六問題第二項第五異論解答を参照。
（9） 参照。稲垣良典『トマス・アクィナス「存在」の形而上学』（春秋社 二〇一三）、一四一
頁－一四二頁。
（10） 参照。拙稿「トマス・アクィナスの真理への愛としての知恵」（『中世思想研究』五九号、
二〇一七）。
（11） このことは、第四の証明において行われている。
（12） このことは、トマスの倫理学的思想へと繋がる。トマス倫理学の代表的著作として挙
げられる『神学大全』第二部の序では、そこでの議論が自由意思を有するものとしての人間
を扱うものであることが明言されている。
（たかいし・のりあき　筑波大学大学院一貫制博士課程
人文社会科学研究科哲学・思想専攻）
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